
　

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
は
、
４
署
２
分

署
３
出
張
所
で
組
織
さ
れ
、
そ

の
う
ち
市
に
は
、
能
代
・
二
ツ

井
消
防
署
の
２
消
防
署
と
東
・

向
・
西
出
張
所
の
３
出
張
所
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
署
所

で
は
、
消
防
士
が
24
時
間
勤
務

し
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害

発
生
時
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
出

動
し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
り
ま
す
。

　

消
防
の
通
常
業
務
は
、
消
防

車
両
・
資
機
材
の
点
検
整
備
、

火
災
防
ぎ
ょ
・
救
助
・
救
急
訓

練
、
特
殊
建
物
へ
の
立
入
検
査

や
火
災
が
発
生
し
た
際
の
原
因

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
を
対
象
と
し
た

救
急
講
習
会
や
火
災
予
防
の
た

め
の
出
前
講
座
も
大
切
な
消
防

士
の
仕
事
で
す
。

　
５
月
26
日
は
県
民
防
災
の
日
で

す
。
41
年
前
に
発
生
し
た
日
本

海
中
部
地
震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
県

内
各
地
で
防
災
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
回
は
災
害
発
生
時
、

市
民
の
安
全
を
守
る
消
防
士
を

取
材
。
仕
事
の
様
子
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

今
を
、
明
日
を
、
未
来
を

今
を
、
明
日
を
、
未
来
を

守守
るる
消
防
消
防

守守
るる
消
防
消
防
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職
員
に
は
、
共
に
仕
事
を
す

る
う
え
で
３
つ
の
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
１
つ
目
に「
常
に
目

標
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
」、
２

つ
目
に「
無
駄
だ
と
思
う
仕
事

で
も
率
先
し
て
取
り
組
む
」、
３

つ
目
に「
仕
事
に
誇
り
を
持
ち

好
き
に
な
る
」
以
上
３
つ
、
仕
事

を
す
る
う
え
で
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
の
任
務
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

災
害
対
応
で
は
、
懸
命
な
活
動

と
と
も
に
、
被
災
者
へ
の「
寄
り

添
う
心
、
寄
り
添
う
言
葉
」
が
、

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
思

い
や
り
の
あ
る
、
心
の
通
っ
た

災
害
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部

私
た
ち
消
防
の
任
務消防長　泉　政樹
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